平成22年1月隊集会報告書

平成22年1月29日

作成者　山本清貴　

日時：平成22年1月24日9:45〜16:00

場所：団野営場

	
	時間
	担当
	内容

	1
	9:45
	河内
	<集合>

整列・服装点検・点呼

	2
	9:50
	河内


	<開会>

1） 開会の言葉

2） 国旗儀礼

3） ソング「平和の騎士」

4） 隊長の言葉

5） 閉式の言葉

6） チーフの活動の説明

	3
	10:00
	
	作業準備

	4
	10:10
	山本（晃）
	＜クラフト作成＞

1.調理台

＜かまど作成＞

1. れんが造りかまど

	5
	12:00
	河内
	＜昼食作り＞

1. ジャンバラヤ

2. イワシのトマト煮

3. 豚シソ焼

	6
	14:00
	
	昼食

	7
	14:50
	山本（晃）
	片づけ・点検

	8
	15:50
	河内
	＜閉会式＞

1） 閉会のことば
2） ソング「名誉にかけて」

3） 隊長の言葉

4） 国旗儀礼

	9
	16:00
	
	解散


反省・評価：人数が予定より少なかったので、竹の切り出し等の下作業に隊長が加わったが、それでも作業が大変長引き、全体のプログラムが予定よりかなり長くなってしまった。時間の問題で料理にもかなり隊長が加わった。かまどやクラフトの作成に時間がかかり過ぎであると思われる。

　今後、もっとクラフトの作成、料理等、野外活動の基礎的な技術の向上に努める必要があると思われる。
平成22年1月隊集会決算表
平成22年1月29日

作成者　山本清貴　
支出の部

	経費項目
	内容
	金額

	食材費
	鶏肉、チョリソー、ベーコン、タマネギ、パプリカ、ニンニク、チリパウダー、イワシ、トマトの水煮、豚バラ肉、シソ、他
	2300

	合計
	
	2300


収入の部

	項目
	内容
	金額

	隊費
	活動費より
	800

	個人
	500円×3
	1500

	合計
	
	2300


反省・評価：当日の参加人員が予定よりも少なかった為、隊費からの支出が増えてしまった。予定の人数であればむしろ予定より安かったかもしれない。

　時間がなく、調査が不十分だったためかなりおおざっぱな予算立てだった。また、隊会議、隊運営会議にも全く予算を通していないも重大な問題である。
安全対策実施報告書
平成22年1月29日

作成者　山本清貴　

反省・評価：隊の安全係が無断での欠席であった為、隊の救急箱が用意できなかったが、隊員、隊長が個人的に救急箱を用意していたので、最低限の用意はできた。

　プログラムの内容としては、BS隊からやってきたことの繰り返しなので特に危険はなかったが、今後、後輩の指導等に関わることを考えると、一つ一つの安全対策をもっと意識してプログラムを進行できるように訓練していく必要があると思う。

全体の評価と反省

　今回は担当チーフが前日の夜になってプログラムの作成を中止し、当日の欠席を告げてきたので、準備に大変な混乱があった。隊集会そのものを中止するべきかとも考えたが、中止を周知する時間すらもなく、また、炊事章の取得の為の機会を減らすことは隊員の進歩にも問題が生じることとなる為、実行することとした。以前にも反省としてあげたことがあるが、休むのであれば事前に（それなりの余裕をもって）連絡して誰かに代行をお願いする等、自分がその場にいなくても果たすべき責任があるので、その辺を学んでほしいと思う。

　プログラムの目的は「炊事章・野営章の取得」であるが、技能章の取得という観点からすると、圧倒的にスキルと知識が足りないといっていいと思う。経験はBS隊時代から十分に積んでいるはずだと思うのだが、どうしてこういうことになるのか、今後十分な検討が必要だと思われる。

　また、技能章の取得の為には、こういった実地訓練、経験の積み重ねの他に、どうしてもレポートの作成ということが必要になるが、その辺を今後どうしていくのか考えていきたいと思う。

